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トロ トの都心部

lJ 
h
 

トロント Toront()はカ

の中心地である。 1971年のセンサスでは．人口で最大の都rfiはモントリ

-～ール Montreal(121. 4万人，大都rfi臆人口274.3万人）で， トロント l
(1) 

71. 2万人 （大都市匝人r.l262.8万人）であったが，その後ケペック州の独

の進展に伴ってモントリオール所在のイギリス系企業がここ数年来トロ

ントに移動し，加えて移民の流入が増加して，大都rl暉人［］ではモント＇

ールを凌究し．実門的にカナダ第 1の大都r打となっtこ。 1793年にはじまり .'

日の大都niに成及したトロントの都心部はいかなる構造的特色をもっている

であろうか。以下歴史的形成過程，機能的地域分化，居住構造，最近の動向

の側面からとりあげてみたい。

1 都心部の形成過程

1970年代におけるトロントの都心部は，通常南

はオンタリオ湖岸に近いフロント通り FrontSt.r., 

~t l; Bloor Str., 耳Iはジャーピス街 Jarvis~tr. , 
(2) 

vc.でとりIiりまれる

北約2.3km,東西約1.7kmの

りはやや小さい。 このう
トロントの都心部

91 977. l l. 

.Downtownとよばれる区域はカレッジ通り以南でさらに小さく ， はぽlヽ

わゆる CBI)にあたり ．は観的に店屑ないし超科9何ピルが林立する。 さて

てきたかをト tJントの発股と関連づけて眺めて

で，、． の

のオンタリオ州の州部で，この国最大の

みよう。

トロントは1973年アパーカナグの初代総fiJ.G.シムコー Sim(．心 によっ
《4)

て開かれたが，以後 6つの段閉をへて発殷した。すなわち，第 1期l793~

1825年はアパーカナグの行都として•定の役割を果たし ， かつ人 [.I 稀氾it

この地ガの中心であった。人口はしにがってそれはど刑人せず1797年2・11人

7 
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であったものが29年後の1825年でも1,677人になった程度であった。第 2期

の1825~ 1850年では，市の北部および北西部に大量の移民が入植し，これら

の後背地に対して卸売中心としての役割を加えた。たとえば1824~34年の

10年間にアパーカナダの人口は15万人から32.1万人に倍増し，ョーク地方

の人口も16,600人から46,300人となった。 1825年合衆国のエリー運河が開通

し，ニューヨークとの連絡が容易となったことがこの人口増加に大きな影響

を与えたとみられる。市の人口は1850年には25,116人となった。第 3期の

1850~80年は，鉄道の到来によって南部オンタリオに勢力圏（商圏）を拡

大した時期である。すなわち，1855年に北方でジョージア湾のコリングウッド

Collingwoodに至る北方鉄道 NorthernRailwayが開通し，従来のトロ ント

通路 TorontoPassageに代って北部への連絡を容易にし，同年ハミルトン

からの GreatWestern鉄道がトロントまで通じ，さらに翌1866年 Grand

Trunk鉄道がグエルフ Guelphとトロントを連絡した。以後1884年にかけ

て5本の鉄道がここに集まり， トロントを中心とする鉄道交通網が形成され

た。これによ ってト ロントは小麦の集散地，輸出港としての地位を獲得し

t:.. ....。

第 4期の1880~ 1914年は，北部オ ンタリオで鉱山の開発が進み，西部の開

拓もひろがった。これに応じて工業活動が市内で発展し，産業資本の中心地
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ト市街地の発展
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：格が加わった。この時期はトロントの飛躍的な発股期で，1881年

の人口は8.6万人であったが．1911年には37.6万人となり ，30年間に4.3倍も

』加した。第5期の両次大戦間1914-1945年は諸種の経済的活動で全国的に

H('な都市となり 、第2次大戦後はエ菜生産だけではなく ，金磁，菜柁活h

の大中心の地位を確立し．．1941年の人口は66.7万人に逹した。

以上のようなトロントの兌股に対応じて「fi域も段陪的に拡大していった

切の都市ヨーク YorkはドンJII西岸のオンタリオ湖に臨んた地

としての
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で，沖合に砂嘴が東方から突出して風波を防ぐ条件のよさと，北方に至る交
(5) 

通路トロント通路の起点に近いことが局地的な立地条件である。町は 1プロ

ック 4エーカーの10プロックにプランされ (264フィート X264), 2プロ ッ
(6) 

クを除いて各プロックは 8ロット (66X 132)にわけられた。これが現在の

ジョージ，アデレード パークレイ フロントの各通りに囲まれた地区であ

る。この計画的市街地のまわりは将来の都市発展の際における公共施設のた

めに保留された。そして役場と市場が町の西端に設けられた。しかし当時の

人口は200人未満であったから町というよりも集落にととま ったといえるで

あろう （図 2)。

1797年にこの小さなヨークに対して，新しく西方にニュータウンが計画さ

れた。西方に市街地が設定されたのは，砦および兵舎が湖岸低地の西縁にあ

ってその間平坦な広い土地があったこと，東方および北はドンの河谷とタド

ルクリーク で町の発展が妨げられたこと，］796年主要南北道ヨ ンヂ通りが開

設されたことなどによる。ニュータウンは旧町から西方 5プロ ック (1プロッ

クは 6エーカー）離れて，現在のクイーン通り以南，ョンジ街とヒ°ーター街

の間に計画された。当時は 4ブロックで (850フィートの長さ ）あっ

たが1820年ヨンジ街を南へ延長したため，東部の 2プロックは 2つに区切ら

れた。 4ブロ ック の東にはスクエァが配され，その東にまた850フィートの
(7) 

第 3の区画がなされた。北側のラッセル広場 RusselSquareは1829~ 1891 

年の間，アパーカナダカレッジ UpperCanada Collegeがおかれ，南は シ

ムコー広場 SimcoePlaceで1827年に州議会議事堂が設けられた。ここで注

目されるのは，オールドタウ ンとニュータ ウンが 5プロ ック分離して設定さ

れたことである。旧町の周囲は前述のように将来の発展に備えて増加するで

あろうと予想される公共用施設のためにオープンスペースが保留されてい

た。この保留地をニュータウン建設に際しても否定することなく，その外側

に新町を計画したわけで，西欧都市のように旧町からの連続的な発展という

形をとらなかったことから特異な形態が生れた。これはまた当時すべての土
(・ 8) 

地が公有でかつ広大な範囲を占めていたので存分にプランできたことにもよ
る(09) 

クイーン通り以北の地区はプルーア通りに至るまで南北に細長い Park
(1 0) 

lotに地割され，個人有に帰していった。そのため何回かの売買を通じて多

様な土地細分が東西方向に行なわれ，農場，レクリェーション地，教会，住

宅地その他に転用されていった。

(450) 
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このような市街地の展開に応じて商業地区も成熟した。当初の商業施設9

旧町の少し西側，例の保留地区に1803年設けられに市場であった。 1831年に

これが新しくなり (2階建の建物），陪下では35の肉駐，酪製品の店，階」こ

フロント

Blockと

じ
(I I 

ができた。

り市集会坦ができ， 1844年からは町役場もおかれた。 1835年にi

りの南に魚市場ができた。マーケット広場の西部は Market

ばれ使用されなかったが，貨iをされて店舗がたてられた。 1830年

ング通りに面して新しい店舗が，フロント通りに面してホテル

)由が西Jjへ拡大するにつれて，町の西部にセント・バトリック St.

Patrick rfj場がたてられた。キング通りがオールドクウンの西端ジョージ街

から二..,_—タウンのヨーク街に至る間で中心商業街となり．舗装されて

1840年代のはじめにはガス焙が設けられるなど，当時としては立派なもの

1ヽ側ではジョージ街とチャーチ街の間のフロント

られた。

1830 ~40年代は通りに面して細長いビルがrfi場から西Jiの地区に続々と

1, 6つの銀行が として市場の東南にrfi役所 (184

らにクィーン通りの北側にヨーク街に面し

good Hall (1829年）ができ，クィーン通以北のチャーチ街

北西に

に 1

‘’り I

カエル寺院がたてられた。 1830年代にはヨンヂ通りの南部はお

漬 a，ろうそ<,なめしなどの I：場があったが1840年代の

にかわっていった。

町の光股にと の分化と移動がおこった。小光商店｛

たが，ョンヂ街の南部にも商店ができ， 1869年1こイートン

Eaton, 1872年にシンプソン Simpsonの店がクィーン通りとヨンジ街の

, 1883年と 1894年にそれぞれfi貨店となった。それ以降この— ^{if

が小，.,C商菜核となり，しだいにヨンジ街にそって商店街が北Jjlこのひ• 9
(I 2) 

1930年にはカレッジ通りとヨンヂ街の交、点に第 2イートンが建設された。

この間，キング迎りはしだいにオフィス地区化していった。他方金融地区が

ウェリントン通りとヨンヂ街の南絃にあらわれはじめ，18GO年代の初頭にト

ロント所在の12の銀行中10までがこの地区に狛まり，株式取引所もウェリン

トン通りに江地した (1937年ペイ街の現(E地に移転）。そして1880年代1こ9

イ街が住宅地区から］菜およびオフィス街に変容していったのである。

他ガIti役所は1899年ペイ街とクィーン通りの交点に新策され，西方のオス

51 
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グッドホールとともに官庁地区を形成しはじめた。

かくして1930年代にはクィーン通り～フロント通り，ョンジ街～ユニパー

シティ街で囲まれた地区が都心部となり，今日の原型ができあがった。現在

の都心部はこの1930年代の都心部を核として北，北西，西の方向に拡大され

た形を呈している。東方にさほど拡大していないのは， 18世紀末の保留地の

影響で，ここに前述のように地方裁判所，刑務所，教会などが建てられ都心

部の発展の障害となったことによる。また，保留地の南部は19世紀に払下げ

られ，不規則な型の小プロックに細分されたため，土地利用上マイナスとな

った。

またフロント通りより南は鉄道の開設によって市街と湖岸が遮断され，港

湾地区として特化していった。

2 都心部の機能的地域分化

都心部の機能的地域分化は図 3~4の如くである。ここでとくに注意され

るのは，①オフィス地区がかなり狭いこと，②商業地区が重要な通りにそっ

て方形に線的な配四をとること，③中心部にトロント大学を主とする文教施

設が大きな面栢を占めていること，④病院の集積が都心部にみられること

⑤住居地区がなお西部や北東部に存在することなどであろう。

①オフィス地区はダウンタウンのクィーン通りからフロント通り，ビクト

リア街からユニパーシティ街の間，南北約700mの方形の区画である。この

狭い地区にオフィスが集中したのは前述のようにベイ街への株式取引所や銀

行の吃地によるところが大きくユニオン駅の開設も与って力があった。近年

では地下鉄ユニパーシティ線によってさらに地位を強化した。この地下鉄は

プルーア通りのセントジョージからユニパーシティ街を南下しユニオン駅で

反転してヨンジ街を北上し郊外のフィンチに至るもので，オフィス地区の両

側を通り，セント‘ず
(I 3) 

ンョージおよびプルーア両駅で東西線と連絡するため，広

くメトロポリタントロント一帯からの通勤客や顧客を吸収できることとなっ

た。 1960~70年間にこの地区の昼間就業人口は55,600人から69,700人に増加

し，都心邪のその他の地区に比して著しい伸びをみせたが，この傾向は70年

以後も超高唇ビルの建設によってさらに強められた。

超高岡ビルの建設は 1967年トロントドミニオンセンター Toronto

Dominion Center (56階， 222m)の完成に始まり， 1972年コンマースコート

Commerce Court (57階， 235m)およびモントリオール銀行のファースト・

(454) 
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ディアン ・プレイス FirstCanadian Place (72陪，280.8m)とつづさ ，

つに金色に輝くロイヤルパンク ・プラザ RoyalBank Plaza. シェラート

ン ，・センター FourSeason Sheraton Center, ヨークホテルが加えられに。

~1の林立する 1977年の数観は1970年のそれに比して著しく変容しにとい

う印象を受けた。トロントドミニオンセンターとコンマースコートの 2つの

で400万平万フィートの延面団をもち；それぞれ1.5万人の就業人［：］を

しており，さらにファースト ・カネディアン ・プレイスが240万 平Jjフィ

ート，ロイヤルパンク ・プラザが140万平方フィートの延面積を有し，あわ

t-て 3万人近くの就業者があるから，これら 4つの超店l付ピルで約 6万人を
(14) 

していろ。つまりダウンタウンのオフ・ィス地区は面栢は狭小で限られて

はいるが．立体化によって増加する竹押中枢機能や関連のオフィスの固要に

えているとみられ

る。

ともオフィス

北接するミッ

ドタウンのプルーア I"

にも切加し、

のエグリント

ン Eglingtonやit
• fj ドン• ミル Don

,1ill など

ハイウェイ

るところでもふえ

てはいる。しかし，

的にも絶対的に

ウンタウン指rtJJ

がなお強いことは図
図5 トロントにおけるオフィス床面積の

(R. P. l~11nc IC.よる
5で明らかにみられるとおりである。

都心部ではグウンクウンのオフィス地区のほか北東舷辺部のプルーア通り

いに保険oo係の会社が柘中しているのが注Hされる。ここは l.：流住宅地I

に近く，かつ地 F鉄の利使を得やすい地である。

街はヨンジ街，,ブルーア通．スパグイナ街やクィーン通西部．ダン

ス面にとくにみられる。中心森店街は前述のようにイートンおよびシン―

55 
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ソンの両百貨店を核とするヨンジ街であるが，東側は教会その他公共的 l地

利用のため，西側はイートンが上地を所有しているために曲的な拡大をポし

ていない。そのためカナダ最大の都r1iの中心商店街としてはやか物足りない

感がする。ショウウインドウの陳列はセンスがあるか，店の建物が占<cす
すけた煉瓦建だったりして全体のイメージは現代的ではない。フロント辿り

からカレ ッジ通りまでの店舗数は［山ifi貨店を含めて255あるか，空店が 8店
< I 5) 

を数える (1977年12月）。 衣服 ・衣料店か50て妓も多く，レ入トラ ン43がこ

れにつぐ。 カフェテリヤを加えると飲食関係は54で，両者か屁在してお り，

どちらかといえばダンダス雌り以北に忍‘袋的色彩が強く， i杓滞のキング通り

付近からオフィス（銀行，旅行村，航空会社）が附加する。イートン百貨店

が西側 3プロック，シンプソン{i貨店が1ijじく西側 1ノロックを占めている

のも注1ilされる。 とく にイ ートンは北の店舗を廃し （新店舗群に改造1-1I)' 

南に本拠を沿いてここにオフィス，百貨店，甜店街（地．ヒ・地下），娯楽r̂

能を打機的に統合したイートンセンクーを建設111である そのうら百貨店

（地」．：7陪，地下3階）と商店街はり颯し，モダンな建築とモー ル的な・,ril,！f

街はヨンヂ街の新しい魅}]となっている

プルーア通りの商業地区は，プルーアと ヨンシ の父叉、点に地下鉄の駅がで

き 南北線と東西線の乗換点となったことからここ 10年来急速に発股しに。

それだけに店舗も新しくモダンであろ またビルの一•階部分が店舗にあてら
れたものも多く，奥行がある とく に80プルーア ・ウェス トピルやマニュラ

イフ ・センクー ManulifeCenterでは地下商店街があり，店舗のJ糾杉

きい。ヨンジとプルーアの北渠角にペイ百鉗店ができ顧客の吸引点となって

いる。さらにプルーア通りの北側にもヨークビル Yorkvilleifij店街が連続す

る。ここは占い住宅街で建築物を保存修娯して店舗に改装し，古い時代の ，1

ロントの而彩をII：めながら，歩逍はモグンに舗装して現代に対応させに地区

てフティ ック ，衣料，柑窮などの店がある。このようにプルーア地Iスは店細

群の多様な組合せ，漸新性でヨンジ街よりもすぐれた点が多く，今後の発『

が予想されるところである。

市庁舎の北側にあたるダングス通りにはペイ街からユニパーシティ街の

皿 3プロックにわたって中国人街がある。店舗数は約30で，ほとんどが巾

理店，巾国物産店，雑貨店，紅料品店である。この付近は当初はユグ

人地区で，初期の都心部の周辺地術にあたる。今日ではオフィス機能の堺j,-

につれて哀退気味で，ユニパーシティ街以西のダングス通り方面への移行が

1
隠

伯

●

狐
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t
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1
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し難'
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し日 ！ ； 
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目立っている。以西の

ンクス 血 ’Jは 1960

っていたが．

加によって

中国人街に変容してきた
(l 

といわれる。

にあるス

じめはユ

ったが，現

ク

品｛オー I

It 
こ化している。 19

ないし今

の占いレンガ造

用して．「i

どの店が続く。そのな力

し．

る。

の

コートなど）の店舗カ

ている。しかし，

この街路は Spadmi

nue といわれるよう

に辺路幅が広く，他の 2

＇，以 Kあって駐巾が9)j能

なため， fI動1:Itによる

く，活況を兒し

いるのが注1.］された。

これに対してユニパーシ

図6 ヨンジ街の主要商店

57 
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ティ街以西のクィーン通りは店舗，商品ともに二流で，付近の住民（多くは

移民）の需要に対応する局地的な商店街の様相を呈している。

このほかで最近注目されるのは地下商店街の拡大である。歩行者利用逍路

ないしモールは1967年オタワの都心部スパークス Sparks通りに設けられた

のがカナダでは最初であるというが，歩車分離の動きはその後もひろよ っ
(I 7) 

た。この場合，冬の厳しい寒さを考慮して 1つは内陸都rli（カルガリ ー

Calgaryやウィニペグ Winnipeg, エドモントン Edmontonなど）のように

一階に全蓋の歩道橋をつくるものとモントリオール Montrealやパンク I’ 

- Vancouverのように地下通路をつくる部,fjの 2つの領向がみられ（ぶ。） 1 

ロントは地下通路を建設する手法をとった。これは前述の超府屑ヒりレの地 l・

利用と地下鉄の地下駅建設を利したものて，タウ

ンタウンおよびフルーア地区て進められている。

前者の場合，新rli庁舎→ンェフ ー トンセンク ー→

リッチモンドセンター→ファ ース トカネデイアン

・プレイス→ドミニオンセンクー→ロイヤルパン

トロントの地下街 ク・プラザ→ロイヤル ・ヨ・クホテル→ユニオン

1977. 11.） 駅を結仔§)途巾ヨ ークセンク ーおよびコンマーフ，

コートに支近を分派するものてある。これらの地下通路は各ビルの地陪を粘

ひ，それぞれの地階に設けられた商店地区を連絡する{l糾みで， 1970年まで

はリッチモントセンターたけに11：っていたか1977年では1月センク ー以南は光

成していた。地下商店はいずれもモダンなテサインをし，巾麻級r'品をそろ

え，ョンシ街にはない魅）Jをもら，オフィス地区の従業者だけではなく， Iム”

<，h民やトロント来訪者を吸引している。したがって今後はヨノ／面ととも

に都心商店街の性格を強めるものと推察された。 トロントの最 r:9り地価点は

1960年代の終りに，ヨンヂ街 ・クィーン通りの父点からペイ街 ・ウュリン 1

ン通りの交点に60年ぶりに移動したが，これは地下商菜機能をも含めに超n

囮オフィスピルの出現のためであると思われる。

③都心部に教育施設が広いスヘースを}って今日に存続しているのもトロ

ントの特色として注意される 1827年認lJIや受けたキングス・ カ`レッヂが，

1828 ~29年にかけて適地をさがした結果，当時のペーク ・ロットのJl,12, 

13区の北半分150エーカーを買求めて用地とした。この区画はプルーア

り，セント ・ジョーヂ街，カレッヂ通りに囲まれたところで，現在のキャン

パスとクィーン公國とにあたる。 1850年トロント大学となり，現在の州

1
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堂の東蔑の建物（旧キングスカレッヂ）をあてたのがはじめで，以後現在の

クィーン公園一術に施設を充実させていった。用地購入当時はニュータウン

の北郊の地であったが， 1886年とろまでにrIi街地に含まれ，以後の市街の拡

大につれて都心部となっていったものである。その間，施設はセントジョージ

街の西 2プロックのスペダイナ街までひろがり，プルーア通りぞいに州立

博物館，プラネタリュウムやスタディアムかたてられた。これがクィーン公函

内の州議事堂やその東側の州政府庁舎，さらにユニハーシティ街にそう病院

地区．と ひとつつきになって文教行政区を形成することとなった。病院地区は

総合病院，子供用病院をはじめ計 5の病院が集まり，都心部に近接して立地

している点でこれまに特異な存在である。

3 都心部の居住構造

つき＇に都心部における人口 I9.r}｛主の状況をみてみよう。 1951年から 1971年に

かけて人口は146,586人から 121,165人に減少した。メトロトロントの他のす

ペての地区はこの20年間増加の一カであるが，都心部だけ約2.5万人減少し，

いわゆる人ロドーナッ化視象がトロ ントでもみられる。しかしながら 5年紺

の人口変化についてみれば， 1966年の120,465人から 1971年へは700人の増加
（＇）（）） 

であり，近年部心部でも再び人口増加に転じていることが注意、される。これ

は後述のような移民の流入と職住近接傾向によるものと考えられ， f．1本の大

部rliとは趣を異にする。

さてアメリカ型部rliにおける人[1の1;!｝｛主構造では，経済階眉による地域分

化と異種民族の地域分化が特色としてあげられる。これについては，
(1)  

Murdie の研究が片名であるが，•ここでは改めて検対することとする。図 7

は1878年， 1941年， 1971年の階1月別居住状態を示したものである。階！付仮分

の枯準はそれぞれで界なるので厳密な比較は困難であるか，一般的な煩向は

判断できると考えられる。 1878年当時の人口は約 8Jj前後 (1881年トロント

86,413人，メトロトロノト 113,128人）と推定されるが，この程度の人口規

模で陪府的な地域分化がすでに注意される。一般的には東西に長い部心祁か

ら外ガに向うにつれて，低所褐者の地術から科所褐者の地僭へ移行するハク

ーンがみられるが，第 4'第 3階附の地区は東西方向にやや艮くのひ，北へ

はさはどひろかってはいない。これは湖岸低地の範囲とほぽ一致する。第 1

陪府すなわら1．流住宅地は，rli街の東西緑辺（パークデール Parkdale, ド

ンマウント Donmount)とヨンジ街にそう部心部の北（ジャービス街）に

(459) 
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187呼

にコ ＂街地の縁辺疇い1層層住祖

匿置i第2 • 

ビコ!II3 

寧 第4 .

Eコ 小売

図7 トロントの階層別住宅地区

区四 ェ婁
区翌I會魔

［こ］叫"
[ Osgood• H•II 

仁 St.Lawrence市場

p l 2つイ ... 

N.DEACONによる）

あり，後者は市街の縁辺というよりもむしろ都心部に近接している。これに

対して第 2階層の住宅地は都心部からやや遠い北西部に拡大しており，ョン

ヂ街にそっては第 1階層の住宅地の外側（ヨークビル Yorkville)に展開し，

一般的な領向とは逆のパターンを示している。 1941年（トロント667,457人，

メトロトロント909,928人）には人口集積が著しく進んだ結果，市街地が拡

大し，第 3階暦の住宅地がひろく市街全域に及んで， 1878年当時のような都

心部から順次外方へ，低階層から高階層の住宅地が配列するというパターン

を必らずしも示さなくなった。しかしそれでもなお基本的な形は残されてい

る。すなわち，中心部では商業地区が東西軸から南北軸に転換したが，第 4

階圏の地区は東西方向にさらに拡大し， 1878年当時市街地の東西縁辺にあっ

た上流住宅地はさらに外方へ移動して，東はグリーンウッド競馬場の東側

ヘ，西はハイパーク周辺へとかわった（図では第 2階層の住宅地となってお

り，階恐区分の基準が1878年と1941年で同じではないと考えられるが，東部

では第 1階庖の住宅地がなくなっている）。北部でもヨンジ街の延長方向に

(460) 
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j) の化宅

Forest HillのK

丘上9

Romaは名

てし

る

加力

, 1878年当時のI

1971年の凶でI~ :,

ズデール Hosednleやフォレストヒル

1た。これはいずれも占イロコイ湖の汀

る。オ ースチン・テラスにあるカザローマ (.,nsa

つ代』と的なほ邸で．麻級住宅地の

に北接するコンジ街周辺はルーミングハウス

のの．その規定は明らかではない。 Ilu
流住宅地区の変何をボすものとみられ

これに付随する ―E場Jl]地の

弔 3陪l何の住宅地が印lJIIし

かえている

jB 1陀1何の住宅

スリングトン Islington, 北ガで9

り明らかとなっている。このセクク（（JI

ンや非イギリス系,i:民のパクーン

Jjへも拡大し（西Jjではイ

的パクーンか

“述する移民の分布I

る ((48)。非イギリ

ー
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尿族収入

四 8,000ドル以 F

□8,000-10,499トル

~ 10, 500 -14, 999トル

筋 15,000トル以 I・.

喜~ Iマイ IL

1 9 

巨 商業地

EZヨ エ文地

（トロ ン ト市の資料か ら作成）

の増加は戦後のことであるから， 1971年の階層的地域分化はこれによってか

なり規定されているとみることができよう。都心部についてみればオフィス

地区のフロント通りとクィーン通りの間に高所得者の卓越地があらわれ，

1941年には低階層の住宅地であったプルーア通り以北，ヨンジ街以西のヨ

ークビル付近が中の上へと上昇したのが注意される。反対に低所得者層の地

区が北西方向に拡大している。プルーア通以北地区の変化は商店街の発展や

ヨークビルの再開発と関連し，オフィス地区の場合は高所得者のホテル居住

と関係するものと考えられる。いずれにしても，中心部の居住が低階層者た・

けに止まらず，各階層をセクタ ー的に含んでいること，この特色が一面で歴

史的に醸成されてきたことが注目されるのである。

(462) 



トロントの郡凶 -51-

か

ン グランド

トランド

ン ド

カナダ

スコッ

イル

フ ンス

フ ラ ン

t

そ の

したカ

-tltご！

1らのt
．汀•

つ。み

ー

・・ ・々は， 合

なF
る心がlヽ力

と同ぼ多くの国々からの移民に

：の屁在がみられ，多様文化のり・

こ都心部およびその局辺に みわl

つ

が叫

を行

卜 口 ン トの人口 讀 成

R
 

p Bam. 

スによろ

, 95 

2,169 

11,305 

9,356 

467 

1, -405 

5 l5 

30, i75 

ユ

ド

フ

b

ス

そ の

it

ー

ス

”b 
ぅ

ァ

ライナ

ランド

インド

ラ ンダ

ンジナピア

他

ア

ウ

ボ

ーグロ

ク

，
 

7
 

1年

4

4

 

ギ リス

タリ

ダ

イ

ン

系

ア

ャ

ッ

1,111,625 

250,195 

106,960 

84,885 

71,885 

65,645 

51, 355 

43,515 

26,215 

24,260 

12,820 

236,655 

2,086,020 

53.2 

12.0 

5. 1 

4.1 

3.4 

3. 1 

2.5 

2.1 

1. 3 

1. 2 

0.6 

11. 3 

100 

当初トロント r1i民の民族構成は圧倒的にイギリス系が多く ．t.:とえI..

：でも約91％を占めていた（よ 1)。この相対的役位は第 2次大戦前

いたが，戦後各国からの移民の流人やカナダ国内での人口都9Ii!1：中につ

化し， トロントにおけるイギリス系の割合は1941年の約80％から年々

Fして1971年には53％になった。その他の内沢は必 lのとおりであるが．

：以降はとくにイクリア系およびアジア系（インド l¥，香池系中国ハ・

困人）が切大してきている。パージェスのモデルによればこうした移民や

•J' グループは部心部周辺の漸移地術に住むというが． トロントの場合どう

るかをみたのが(~8 である。これによれば1945年以降の移民が全人llの

50％以l．沼．を占める地区は都心部の西部から北西JjIhJにのひ',40％以l：の地

含めるといわゆる漸移地術だけではなくセククー的に郊外へのひ’てt

が判明する。これに対して都心部の東Jjでは40％以 Kの地区（セン

が4つ点在するだけである。このパクーンは非イギリス系住民の

出身国別の屯越居｛．．1：：地をぷせば図りのと

ー

で

I
 

る

こ

トウクト

“’”,iJI ク る。 l

ス

463 
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全人口に対する

移民の割合

亡コ 20％以下

ビ 20~29%

ご 30~39%

□□ 40~49% 

匪囲 50％以上

/——• 

布分の民移の年．
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図

喜／
ロ 都じ部

（トロント市の資料から作成）

おりで，イギリス系はスペダイナ街以西の市の西半部とハイハーク以東の

東部に広く分布する。 1950年以来急激にふえ移民では最大の25万を有するイ

タリア系は，巾心部の西方および北西方向の地区，パサースト街から西方鉄

迎線の1川に南北のベルトをなして渠住し，その中核（住民の5096以上を占め

る地区）はサンクレア通り St. Clairとカレソヂ通りの間付近にある。その

他では東滞のダンフォース Danforth街，西部のエトビコーク Etobicoke

でイギリス系に混じって3096以上を占める地区がある。つぎに多いユダヤ系

は移民の歴史も占く，それだけに移動もめだつ。今世紀のはじめには，都心

祁の新lfi庁舎の北，ヨンジ街とユニパーシティ街，クィーン通りとカレッジ

辿りに囲まれた地区に住み，この地区の住民の70％を占めていたが，以後西

ガスパダイナJj面に移り，さらに＇ぶ裕な人たちは北方のフォレストヒル付近

(464) 

＾ 
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山 mIrc

(F. I.. Hillによる

...1930年とろから移住し，ここを中心にパサースト街ぞいにユグヤ系地区を

イクリア系地区の東側，イギリス

在する形をとっている。その他でl

るほかスパグイナ街以西で，ウクライナふや

合する。これに対してアジアぶ

らスパダイナ街にかけて多い。 H

＜拓まっていろが，そのIr’}

(-l 2 9 

に多 lヽ。

のスカフ

別人［］構成は 1~．述の全 rli的パクーンを←•部反映し ， イギリ

占める地域に屈する。その他としては前述のアジア

10％以 kを大部分の地区で占め．南西部では25％以Kの

フランス系が東部のチャーチ街とジャーピス街のIlりの地[

Lを占め，南西のフロント通り付近にウクライナ系）0％以l刀．の地t

がみられる。しかし，イクリア，ユグヤ， ドイツ系などは巾心部では10％以
《23 9 

い。 1963年の図ではイギリス系50％以Kの地区は中心部の

られていたから近年ややイギリス系が切加したと推察される。躯

5 
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るに中心部はイギリス系地区であるが，非イギリス系がかなり混在してお

り，とくにアジア系の混在がめだつといえるのである。

都心部における近年のイギリス系の増加は1966年以降の前述のような都心

部の人口微増と関連するとみられるが，この微増は 1つには職住接近の住宅

政策，他の 1つは中心部への人口還流候向によると考えられる。メトロトロ

ントでは1959~1974年の15年間に10階以上のアパート（集合住宅）が740建
(2 4) 

設された。その大部分 (531)は市外であるが，市内でも209を数えている。

メトロトロントの住宅着工全戸数に対するアパートの割合は75年では41％と

やや落ちたが1965~71年は連年60％以上であった。中心部では北東部のセン

ト・ジェームズ・タウン，後述の湖岸部のものなどが代表的であるが，プル

ーア通り南のチャールス通りやユニバーシティ街の西のシムコー街（建設

中）など都心部に近接して増加している。セント・ジェームズ・タウンは計

画的なアパート団地の代表的なもので，面積32エーカー，戸数6,000戸，学

校，ショッヒ°ングセンターはもとより，プール 2つ，テニスコート，スケー

ト場をもち， 1963年から着工された。 1971年の人口は1.1万人で， 1974年か

らさらに2,300戸が西および南に増築された。この地区はヨンジ街の都心部

から2.4kmほどしか離れておらず，かつ北側にローズデールの上流住宅地区

があって環境もよいし，地下鉄東西線に近いという利点があり，居住密度の

多さ (350人／エーカー）にやや難点はあるが，職住接近には効果があった。

このタウンの南西地区では1960年代後半から古い住宅街の見直しが始り，

上流階層の人びとが古い住宅を購入してこれを歴史的香気を失わぬように改
(2 5) 

造し，定住をはじめた。その結果，低所得者が郊外へ出，高所得者が都心部

へ逆流するといった現象がおこっている。これはトロントの特色として注目

されるところである。

4 都心部の再開発

トロントの都心部は最初の節でみたようにどちらかといえば自然発生的に

形成されてきたのではあるが，計画的な改造がなかったわけではない。その

第 1はユニパーシティ街の改造である。これは1829年クィーン通りとキング

ス・カレッヂ（現州議事堂）の間にできた並木通りであったが，カレッヂが

オンタリオ州議事堂になって 2年後の1888年整備されユニパーシティ大通り

となった。 1893年シカゴで開かれた万国博に触発されて都市の美化が問題と

なり， 1911年市の代表的大通りとして再開発され，このときパロック風の手

(466) 
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法をとり入れてクィーンズ ・パークの楕円形路が計画された。さらに1928年

クィーン通りからフロント通りまで延最され， 1931年ifiが条例をつくつて辿

の建築物の用途，色，広告などの規制を行ない，中央分離術をもつ 6

レーンの大通りとして開発したものである。硯臼郊外から CBDに出

る自動IIの通行屈が増加したものの．都心部における典型的な近代的'.・

している。

弔 2は新市庁含の建設計画である。計画自体は第 1次大戦前から問凶とt.-

ていたが完成した

して開発された。敷地面

79. 4m 

5年で'!t1-に庁舎だけでなくシビック ンターと

3
 

の円形の”

5ヘククール．建築物の面積l.4ヘクタールで，

99.5m)の 2つの半円形の邸何ピル．その中央の

：とし，庁舎の前(fiiはスケート場のある大きな広

けている。設，汁は世界42カ国から520人が応心

ィンフンドの VilJo Revell (1910 ~ 64)の秦を採用し

は世界に注[1された。この庁舎の建設は既述のよう t--

でも意義深い役割を果たした。

トン百貨店によるイートンセンターの建設 (L

t(litj中；，採IIt場の再開発（計画巾）．臨湖地I

の------
の近代｛

に寄'iし

ー ・ --.--＿の
グ，カルガリ

187エーカーに

開発は19世紀来の古い中

1977年、.;I•両構想にかかったばかりでその

の再開兌は1968年にとりあげられた。 し一般に都

し．都心部に近い広人な採Il

イ

ら 7
 

19 

股ウj

の規状で，エドモントンやウ
） 

1ている。トロントの場合 CBI)に南

が対象で， 1972年メトロセンクープ

。これによるとこの地区をオフィス

人r15.5}j人）と住居地区（人r12. 2JJ 

いるのかヵ

，-,建設することになっていに。

拡 大 社 両 の 砂ii，昼flil人'J密度の多さなどで述邦，

らず， 1975年廃11：されることになっていたユ
(2 7) 

，他は再検討されることとなっt.:。ただ

れ，1977年朴完成した。これはTV，通｛訓l施

にもので世界餃店の553.:i3メートルの科さを

トルの 2カl所に殷叩台がある）， トロントの名1iトルと346メ

;7) 
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(3 0) 

となっている。

臨湖地区の再開発は1974年セントラル ・ウォーターフロント ・プラン

Central Waterfront Plan として計画され，オンタリオ湖片！の泡汽，工場，

レジャー，住宅，商業，オフィス機能を総合的に再開発しようとするもので

ある。このうち都心部に南接する地区はハーパー ・スクェア地区とよばれ，

這ァパート 4棟（うち 1棟は完成），r ホテル 2 （完成），オフィ人ビル 4,

フェリーターミナル（完成），公園などを配して，都心機能を湖岸まて拡大
(3 I) 

することになっている。

以上の計両はその実現までにはなお年月を要するであろうが，これらが完

成すれば， トロントの都心邪はさらに南北方向に伸股して允＇火されることに

なる。この南北方向は最近の就某人口の堺加ガ向に一致している。

再開発と関連して近年では日木とlriJ様に歴史的建造物の保{f侶設にも窓が

払われている。メトロセンタープランでは現任のユニオン駅は破却の連命に

あったが，強力な反対でクーミナルとして残されることとな汀゜。ウォーク

ーフロントプランでも， 1917年建造の迷洒委且会ヒルは生かすij1両である。

1977年にはヨンジ街に近接する刑務所の{f廃をめくって議論がかわされて
(3 9) 

いたし（結論未定），ィートンセンクーの叶画でも隣接するトリ ニティ教会

とのは似的瀾和が犯要な課俎とされ，その解決のため肝訓か吐れに (1958年

とろから計画し1972年に最終nt画が決定）。街区全体の保{rでは前心のマー

クビルの事例やトレファン ・コート TrefannCourtの場合がある。後者l

旧町の一部で不良地区であった。 1948~ 54年に北隣りのイ＜良地区リ ーゼン

ト・バーク RegentPark (42. 5エーカー）の再開発がプルトーザーガ式で

行なわれ， 1400戸の新住宅が低所閲者Jf]に建設された。これは I・ l『Jントにお

ける最初のクリアランスとして注目され，ひきつづきfii]地1和の南部にも行［

われに。ところが1966年この方式をトレファンコートに適用しようとしたと

ころ，住民が反対し，ついに1971年修数保存方式に変更されにのである。 i~,

い仕宅を必要に応じて修復し，｛王時の雰囲気を残したこの計画は，なお問題

を含むとはいえ，歴史的棗観への配慮にi1iも住民も熱意があることを示して

しヽる。

以上， トロントの都心部を，形成過程，機能的地域分化， I、1}住構造，内配

の側面から考察してきたが，それぞれにみられる特色を要約すればつぎの

ととくなる。

(4'68) 
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ヵ っの連続的成長といった形をと

に最初のプランにおけろ保留地の｛f-在がヽ 一

げられる。

区など非都心的機能の意図的な仔続が

ウンクウンの業務地区が狭小であること，従

であることが注意される。

住宅地区が都心近くにあるほ力，

ていること，その

ることカ

ヒでは、

リス系カ

フムのォ

られないこと．都心部の居住人I.］

ではアジア系が10~20％を占めること，しかしl

たないことが注tiされる。

向よりも湖岸．山手の南北Jj向への発股が1

へのOO心が狂いこと，甜店街を伴った地F
られる。

が遅れ，今世紀初頭の都rf

ロントもその例外ではなく

に，カナグの都1iiとしての

るのである。

：． 

‘ 

の

に比して都,fj改造における技術l(i新の

その他にいまなお残されていろ。ト

lf]の対比が随所にみられる。しかしそれた1

jな特色を都心部においても見出すことがで

ある。トロント rli,,メトロトロント ．メトロ

スメトロポリクンエリアの4つで，その血団は11iの37‘11

F242平Jjマイル， 720平／jマイル， 1,400平Jjマイルと埒加

れ71.2Ji, 208. 6Jj, 239. lJi, 262..SJjとなる。ここでは人・都,11

リクンエリアのものをあげt,.

nIVerSII、.Avenueのほか．ほとんどが strI出 t名

であるIr,

にする＿

Jacob SJ咄 (1973), Toronto p. 1•11 この範囲はいわゆるグウンクウンおよひミド

ばれる区域にほぼ f致する。しかし，アメリカ合衆困で R. MII『ph

K．南北ガr,1」の近路を街，東西Ij向の追路を通り

ウンクウンの区に近し・。

;,1,cs of Car)(! n Vol. 2, p. 203. この区分9

るこ

的視、＇はか

らの lつの試みである。

(469) 
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(5) この通路は北部オンタリオのインディアンとの毛皮取引上重要であった。もっと

も当時の毛皮通商ルートはモントリオールからオタワ川ぞいに西部に至るものが活

況を呈しており，この通路は 2次的であった。

(6) Jacob Spelt (1973), ibid., p. 39. 

(7) Jacob Spelt (1973), ibid., p, 40. 

(8) 入植当初，原住民のミ ‘ノーガ ・イ ンディアン MissaugaIndianから割譲してもら

っていた。

(9) もっとも，新町建設は旧町建設後わずか 4年後のことてある。

(::l ニュータウンの東西の基準線はクィーン通り （当時はロ ットLot通り ）で，こ

こから北1.25マイルの地点に平行して新しい基準線を設け （これがプルーア通

り），両者の間を100エーカーの長方形地割に区分した。 G. P. de T. Glazebrook 

(1971), The Story of Toronto, p, 15. 

(11) Jacob Spelt (1973) : ibid., p, 4 7. 

(12) 現在は休業。住商混合の Eaton-Collegeプランが計画されている。

(13) 東西線は1967年営業開始。ただし日曜日はセントジョージ駅一ユニオン駅間の南

北線はオフィスが休みのため運転休止である。

(14) G. A. Nader (1976): Cities of Canada vol. 2. p. 236. 

(15) 筆者の調査による。

(16) ダンダス ・ウェストにある日系新聞社 （大陸時報）での聞取りによれば， 1949年

当時パンクーパーから移転したときは，イギリス系住民の住宅街であったが，その

後中国系が増加し，最近では香港からの中国人移民が豊かな資金で買収をすすめ急

速に中国人街にかわってきたという。

(11) 1970年オタワ滞在時の聞き取りによる。

(I 8) 拙稿 「カナダ都市の変容」近畿都市学会会報第43号， 1978.

(19) R. P. Baine & A. L. McMurray (1977): Toronto, an urban study, p. 40. 

C20) 1951年～1971年の20年間の人口変化は都心部 146,586人→ 121,165人(-15 

％），都心部の東方地区225,193人→240,470人十 6.7%），北東方地区6,580人→

102,035人 (+55%），北方地区 164,037人→ 209,475人(+27%），北西地区

162,619人→243,165人(+50%），西方地区230,211人→243,335人 (+5.7%)

である。 (Metropolitan Toronto Planning Departmentによる）

ell) R. A. Murdie (1969),''Factorial Ecology of Metropolitan Toronto, 

1951 1961 ". Research Paper No. 116, University of Chicago. 

02) 日系は第2次大戦後，西海岸からトロントヘ移動し，約3,000人近くいるといわ

(470) 
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れるが，正確に1

て居住している

明。 2世 へのI!J化をめざしたためか，分散し

お .'とすろ-・---. --

'J t (1973)の る。

,bid., vol. 2. p. 222. 

出た、It教授の教ぷによる。

ンフレット CityHall and Nathan S!1uareによる。

The Toronto Star, 1977年12月13Hり。

エドモントンの C. P. Yard. ウィニペグの I-:.astYardなど

． 
'-der ibid., vol. 2. pp. 23b 239. お J. し畜It の

る。

~ Towe,r 

tr al Waterfront J>lannins.t Committee (1974}: The Central ¥V;1terfront pr(__） 

:, PJ>. 147. 

Toronto Star, 1977年12月15tl9J 

(471) 


